
１．南風原小学校 算数科の授業 

 令和４年 9 月 30 日(金)、南風原小学校で算数科の

授業を参観する機会をいただきました。授業者は４年

４組担任の小橋川先生です。小橋川先生は授業の中で、

児童のつぶやきを拾ったり、個々の気持ちに寄り添っ

て考えたりするのが上手くて、「にこやかに授業をし

ている表情」がマスク越しからもよく伝わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

２．算数科の授業 第４学年「倍の見方」 

本時は、児童が「もとにする量」がどちらになるか

を考える活動を通して、□を用いて乗法の式に表し、

除法を用いて□を求める姿をねらいとしていました。 

 

 

 

導入場面では、「親と子どものどちらが72kgなの？」、

「なぜ親のヒョウだといえるの？」など、国語の授業

で学習した修飾語や、ＲＳＴの係り受け解析を意図し

た発問を通して、児童が文脈を振り返ったり、場面図

という問題解決の見通しを与えたりし、児童の問いを

「めあて」につなげる工夫がなされていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

引くと四角形が４つできるので 180°×４＝720°、

360°にならないのはなぜ？(統合・発展・体系化)とい

う学習過程です 

 

 

 

また、場面図においては、「どっちの矢印が本当？」、

「何で？」、「ちょっとお隣の友達に話してみて」と問

いかけることで、児童の好奇心がくすぐられ、児童全

員が「僕が、私が説明したい！」気持ちになっていま

した(すべての児童がOutput する場面設定)。 

算数科で検討していただきたいことは、本時のまと

めが「なぜ言えるのか」を振り返る時間です。チャレ

ンジ(適用問題)に取り組むことも大切だと思いますが、 

『なぜ、□を使ったかけ算の式にするの？』 

『なぜ、□を求めるためにわり算で計算するの？』 

これらを本時の振り返りとして Output する時間を

設けることで、もとにする量や数直線などの見方・考

え方を捉え直したり、意味づけ価値付けしたりする契

機になったかもしれません(方法の振り返り)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小橋川先生、とても楽しく学ばせていただきました、

小学校の授業を参観させてもらう度に勉強になりま

す。ステキな授業を本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南風原小訪問(算数) 2022/0930             南風原中：新垣裕己(島尻地区授業改善アドバイザー) 

図１ 学習指導要領解説数学編 P.23 
図２ 本時の板書。 

 Ｓさんのノート 

元気いっぱい！全集中の４年４組 

 

 

 

親のヒョウの体重は、子どものヒョウの体重の６倍

で、72 ㎏です。子どものヒョウの体重は何㎏ですか？ 

Ｓさんにインタビュー「何でその式になるの？」 

かけ算は、れいみ先生の４こ分がたいき先生の 920円

になり、４こ分で 920 円だから割り算をする。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本教育新聞 

 2022 年９月 12 日(月) 

 

 

小中９年間の接続を踏まえた授業改善(算数) 

小

４ 

倍の見方【もとにする量】 ★割合の入口 

・整数倍の三用法 ・倍比例 ・倍(割合を使った比較) 

小

５ 

小数の倍【整数倍から小数倍へ見方を広げる】 

・小数倍 ・小数倍(割合)を使った比較 

小

６ 

倍と割合の意味の統合 

比と比例式 【比で考えることのよさ】【比の値の意味】 

中

１ 

・割合に関する問題を、文字式を使って表す 

・比例式 ａ：ｂ＝ｃ：ｄ ⇔ ａｄ＝ｂｃ 

 

 

 

 

 

中学校の課題 【割合】の学習を切り口に、小中が連携すると、授業改善が充実していくかもしれない！？ 

・比の値の意味を、生徒が理解しておらず、a：ｂ ⇔ a／ｂが表面上の理解に留まってしまい、単なる計算の

手法のみの学習になっている(我々中学校教師も、比の値の必要性やその意味をなかなか指導できていない) 


